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能
登
半
島
地
震
、
発
生
し
て
三
ヶ
月
が
経

っ
た
。
ま
ず
は
こ
の
地
震
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
に
心
か
ら
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
る
。 

家
屋
全
半
壊
が
二
万
三
〇
〇
〇
軒
に
及
び
、

圧
死
や
低
体
温
症
な
ど
で
二
四
〇
名
を
越
え

る
方
々
が
亡
く
な
ら
れ
た
。
三
万
四
〇
〇
〇

軒
で
断
水
し
、
四
月
二
日
現
在
、
な
お
、
六
七

〇
〇
軒
で
断
水
し
て
い
る
。
陥
没
・
土
砂
崩
れ

で
、
道
路
が
寸
断
さ
れ
、
二
四
箇
所
、
三
四
〇

〇
人
が
孤
立
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
と
も
に
、

救
援
・
支
援
が
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
が
生
ま

れ
た
。
四
月
二
日
現
在
で
も
、
七
四
〇
〇
人
を

超
す
方
々
が
、
三
七
二
箇
所
の
避
難
所
で
厳

し
い
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
早
期

の
復
旧
を
願
う
も
の
で
す
。 

本
稿
で
は
、
こ
の
能
登
半
島
地
震
が
中
能

登
・
志
賀
町
に
立
地
す
る
志
賀
原
発
の
安
全

性
、
特
に
そ
の
耐
震
安
全
性
に
つ
い
て
学
ぶ

べ
き
教
訓
、
現
避
難
計
画
の
ず
さ
ん
さ
を
書

き
留
め
る
。 

地
震
は
原
発
の
最
大
の
リ
ス
ク 

地
震
は
原
発
の
最
大
の
リ
ス
ク
で
あ
る

（
ア
メ
リ
カ
原
子
力
学
会
で
のMark Read 

                              

5 面 介護保険が危ない！      上野千鶴子 

6 頁 ＜リレーエッセー＞      神田順一 

   「国際小包」送付状づくり 

   はだしのゲン・缶バッチ 
   YouTube 動画「ゲンの翼」紹介 
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能
登
半
島
地
震
に
学
ぶ 

志
賀
原
発
は
廃
炉
に 

立
石
雅
昭
（
新
潟
大
学
名
誉
教
授
） 

花
鳥
風
月 

【特別寄稿】 

講師の立石雅昭さん 「地震国・日本に原発は無謀！」志賀原発やめよう、と

開かれた原発を考える石川女性の会学習会（3 月 9 日） 

 

能
登
半
島
地
震
か
ら 

三
カ
月
あ
ま
り
が
経
過 

し
た
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に

つ
い
て
は
初
期
の
想
定
よ
り
は
順
調
な
部

分
も
あ
る
が
、
難
航
箇
所
も
ま
だ
ま
だ
多

く
、
完
全
な
回
復
に
は
程
遠
い
。
ま
た
、
支

援
者
本
位
の
支
援
に
よ
る
受
援
者
の
疲
弊

も
見
て
取
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
私
た
ち

に
今
で
き
る
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
か
▼
ひ

と
つ
は
、
現
地
の
声
を
聞
き
、
必
要
即
応
の

支
援
に
注
力
す
る
こ
と
だ
。「
被
災
地
」
と
し

て
過
去
の
災
害
と
一
括
り
に
し
て
有
効
な

支
援
を
決
め
つ
け
て
実
行
す
る
の
で
は
な

く
、
受
援
者
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
を
キ

ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
に
重
き
を
置
く
こ
と
で

支
援
者
本
位
の
支
援
に
陥
ら
な
い
こ
と
が

大
切
で
あ
ろ
う
。
逆
に
迷
惑
に
な
る
か
ら
何

も
し
な
い
、
で
は
な
く
積
極
的
に
情
報
を
集

め
る
努
力
が
肝
要
と
な
る
▼
も
う
ひ
と
つ
、

こ
れ
は
即
時
的
な
も
の
で
は
な
い
が
、
自
ら

が
い
つ
支
援
者
・
受
援
者
と
な
る
こ
と
も
あ

る
と
想
定
し
て
学
び
備
え
運
動
す
る
こ
と
。

個
人
の
災
害
対
策
に
は
限
界
が
あ
る
。
そ
こ

で
大
切
な
の
は
、
非
常
時
に
命
と
人
権
を
最

優
先
に
し
た
対
応
が
取
れ
る
自
治
体
の
存

在
で
あ
る
。
そ
し
て
本
紙
で
も
繰
り
返
し
て

い
る
よ
う
に
、
平
和
と
社
会
保
障
は
一
体
の

も
の
で
あ
る
。
と
ど
の
つ
ま
り
、
憲
法
前
文

の
平
和
的
生
存
権
を
遵
守
で
き
る
政
府
・
自

治
体
づ
く
り
の
た
め
日
々
声
を
上
げ
る
こ

と
を
諦
め
て
は
い
け
な
い
と
噛
み
し
め
て

い
る
今
日
で
あ
る
。（
Ｏ
） 

 

花
鳥
風
月 

http://hikakuishikawa.com/
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の
講
演
、
も
っ
か
い
事
故
調(

二
〇
一
六) 

 
岩
波
『
科
学
』
六
月
号
）。
兵
庫
県
南
部
地
震

以
降
、
日
本
列
島
は
地
震
の
活
動
期
に
あ
る

と
言
わ
れ
る
。
地
震
と
原
発
の
安
全
性
の
再

検
証
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
二
〇
〇
六

年
の
耐
震
設
計
審
査
の
指
針
策
定
以
前
に
設

計
・
建
造
さ
れ
た
原
発
は
直
ち
に
廃
炉
に
す

る
べ
き
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
福
島
原
発
事
故

を
受
け
て
、
二
〇
一
三
年
に
改
訂
さ
れ
た
規

制
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
し
て
再
稼
働
し

た
原
発
も
含
め
て
、
格
納
容
器
・
原
子
炉
建
屋

本
体
は
耐
震
補
強
も
な
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
て 

                 

い
る
実
態
を
見
る
と
き
、
日
本
の
原
発
の
耐

震
脆
弱
性
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

能
登
半
島
地
震
を
引
き
起
こ
し
た 

震
源
断
層
と
地
震
動
の
推
定 

二
〇
一
一
年
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

で
発
生
し
た
巨
大
な
津
波
を
受
け
て
、
そ
れ

ま
で
、
大
き
な
津
波
は
発
生
し
な
い
と
考
え

ら
れ
て
い
た
日
本
海
に
つ
い
て
も
、
津
波
波

源
と
し
て
の
断
層
に
つ
い
て
調
査
・
解
析
が

進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
成
果
は
二
〇

一
四
年
『
日
本
海
に
お
け
る
大
規
模
地
震
に 

関
す
る
調
査
検
討
会
報
告
書
』
と
し
て
公
表 

                   

さ
れ
、
そ
の
報
告
の
中
で
、
能
登
半
島
北
岸
沖

の
断
層
も
、
佐
渡
側
に
延
び
て
連
動
し
、
Ｍ

七
・
六
の
地
震
が
起
こ
り
う
る
と
評
価
さ
れ

て
い
た
。
日
本
海
で
は
北
海
道
の
沖
合
か
ら

南
西
部
の
九
州
沖
合
に
か
け
て
数
多
く
の
長

大
な
活
断
層
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

し
か
し
、
こ
の
調
査
・
解
析
で
は
そ
れ
ら
の

断
層
の
活
動
に
よ
る
地
震
動
が
、
沿
岸
地
域

に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
か
と
い
う
評
価
は

な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。 

兵
庫
県
南
部
地
震
を
受
け
て
発
足
し
た

「
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
」
で
は
今
後
三 

                   

〇
年
間
に
震
度
六
弱
以
上
の
揺
れ
に
見
舞
わ

れ
る
確
率
を
「
確
率
論
的
地
震
動
予
測
地
図
」

と
し
て
公
表
し
て
い
る
。
最
新
版
は
二
〇
二

〇
年
版
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
最
新
版
で
も

能
登
半
島
を
は
じ
め
、
日
本
海
沿
岸
を
襲
い

う
る
地
震
動
は
低
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。
海

域
の
断
層
の
活
動
履
歴
が
未
解
明
で
あ
り
、

次
の
地
震
が
起
こ
る
時
期
を
予
測
で
き
な
い

か
ら
で
あ
る
。
海
域
で
の
断
層
調
査
の
困
難

さ
を
示
し
て
い
る
。
原
発
の
耐
震
安
全
性
に

つ
い
て
言
う
と
、
電
力
事
業
者
や
原
子
力
規

制
委
の
審
査
に
お
い
て
、
陸
域
も
含
め
て
、
断

層
の
連
動
評
価
は
不
十
分
で
あ
り
、
ま
た
、
そ

れ
に
伴
う
地
震
動
の
評
価
が
不
十
分
な
状
況

が
続
い
て
い
る
。 

能
登
半
島
地
震
に
伴
う 

隆
起
・
地
殻
変
動
に
つ
い
て 

能
登
半
島
地
震
に
伴
い
、
半
島
の
北
岸
一

帯
が
隆
起
し
た
。
最
も
隆
起
が
大
き
か
っ
た

輪
島
市
鹿
磯
で
は
四
ｍ
に
達
し
、
周
辺
沿
岸

部
で
は
新
し
く
四
段
目
の
段
丘
が
生
じ
た
。

能
登
北
岸
で
こ
れ
ほ
ど
の
隆
起
が
起
こ
る
と

は
誰
も
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
地

球
史
的
に
見
れ
ば
、
半
島
北
部
沿
岸
で
は
、
お

よ
そ
一
二
～
一
三
万
年
前
の
海
成
中
位
段
丘

が
一
二
〇
～
一
〇
〇
ｍ
に
達
し
て
い
た
。
一

万
年
で
一
〇
ｍ
の
隆
起
が
く
り
か
え
し
て
き

た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
志
賀
原
発
を
は
じ

め
、
日
本
の
原
発
は
冷
却
水
を
確
保
す
る
た

め
に
、
い
ず
れ
も
規
模
は
小
さ
く
て
も
、
こ
の 

数
一
〇
万
年
、
隆
起
を
繰
り
返
し
て
き
た
沿 

 

 

図 1 志賀原発敷地内の変状（北陸電力 3 月 25 日資料） 

 

図 2 志賀原発敷地の地殻変動（水平方向の移動量）（北陸電力資料） 
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岸
建
造
さ
れ
て
い
る
。
原
発
の
耐
震
安
全
性

の
審
議
で
は
、
こ
れ
ら
の
立
地
敷
地
の
隆
起

運
動
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

た
だ
し
、
地
震
に
伴
う
地
殻
の
運
動
は
多

様
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
発
立
地
地
域
の

地
殻
の
運
動
像
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。 

北
陸
電
力
は
よ
う
や
く
三
月
二
五
日
に
な

っ
て
、
原
発
敷
地
に
お
け
る
亀
裂
・
段
差
な
ど

の
変
状
（
図
１
）
、
地
盤
の
上
下
、
水
平
方
向

の
変
動
量
（
図
２
）
を
公
表
し
た
。 

変
状
の
図
１
を
見
る
と
、
亀
裂
・
段
差
は
建 

                 

屋
な
ど
の
構
造
物
の
周
囲
に
集
中
し
て
い
る

が
、
構
造
物
の
基
礎
と
周
囲
の
地
盤
と
の
揺

れ
が
異
な
る
の
で
、
こ
う
し
た
事
象
は
中
越

沖
地
震
の
際
に
、
東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原
発

で
も
発
生
し
て
い
る
。
明
ら
か
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
は
南
側
の
駐
車
場
に
出
来

た
亀
裂
で
あ
る
。
活
断
層
の
可
能
性
の
あ
る

Ｓ-

２
・
Ｓ-

６
断
層
の
延
長
上
に
亀
裂
が
で

き
て
い
る
。
駐
車
場
の
下
に
ト
レ
ン
チ
を
掘

り
、
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

敷
地
地
盤
が
西
南
西
に
一
二
～
一
三
cm

移
動
し
て
い
る
（
図
２
）。
国
土
地
理
院
の
資 

                 

料
で
も
、
志
賀
町
中
心
地
で
も
西
へ
九
cm
の

移
動
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
上
下
変
動

で
は
、
富
来
川
南
岸
断
層
以
南
で
は
原
発
敷

地
も
含
め
て
沈
降
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

富
来
川
南
岸
断
層
以
南
の
西
海
岸
に
沿
っ
て

分
布
す
る
一
二
～
一
三
万
年
前
の
堆
積
物
が
、

赤
住
か
ら
富
来
領
家
に
向
か
っ
て
二
〇
数
ｍ

か
ら
五
〇
ｍ
へ
と
高
く
な
る
こ
と
か
ら
す
る

と
、
今
回
の
能
登
半
島
地
震
と
は
明
ら
か
に

異
な
る
断
層
に
よ
る
地
震
に
伴
う
隆
起
運
動

が
必
要
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
敷
地
周

辺
の
隆
起
・
地
殻
変
動
を
説
明
す
る
運
動
像

を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

志
賀
原
発
二
号
機
は
現
在
、
規
制
基
準
へ

適
合
性
審
査
中
で
あ
る
が
、
能
登
半
島
地
震

の
教
訓
、
特
に
、
敷
地
周
辺
の
地
盤
の
変
動
を

科
学
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。 志

賀
原
子
力
発
電
所
の
避
難
計
画 

 

原
子
力
発
電
所
の
避
難
計
画
は
、
三
〇
㎞

圏
内
に
つ
い
て
策
定
さ
れ
る
。
志
賀
原
発
で

は
三
〇
㎞
圏
内
人
口
は
約
一
五
万
人
（
内
閣

府
二
〇
二
〇
年
）。
石
川
県
作
成
の
避
難
計
画

で
は
、
志
賀
原
発
で
の
放
射
能
拡
散
事
故
時

に
は
、
こ
の
う
ち
輪
島
市
の
六
二
七
七
人
は

同
じ
輪
島
市
内
の
三
〇
㎞
圏
外
へ
、
志
賀
町

の
八
二
一
一
人
と
七
尾
市
六
四
一
五
人
は
能

登
町
へ
、
穴
水
町
の
八
一
六
九
人
は
珠
洲
市

へ
、
避
難
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
図
３
）。

南
部
や
南
東
部
の
市
町
村
住
民
は
金
沢
市
を

は
じ
め
、
南
部
・
南
西
部
の
圏
外
市
町
村
へ
避

難
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。 

そ
も
そ
も
、
原
発
の
避
難
計
画
で
は
、
原
発

か
ら
五
㎞
以
遠
、
三
〇
㎞
圏
内
の
住
民
は
、
事

故
発
生
時
、
ま
ず
は
自
宅
で
待
機
す
る
と
さ

れ
て
い
る
。
周
辺
に
設
置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー

で
放
射
線
量
を
確
認
し
、
一
定
の
量
に
達
す

れ
ば
、
こ
の
指
定
避
難
所
に
、
自
家
用
車
や
バ

ス
で
避
難
す
る
と
さ
れ
る
。
能
登
半
島
地
震

で
モ
ニ
タ
ー
の
一
部
が
欠
測
状
態
に
陥
っ
た

こ
と
や
、
道
路
の
寸
断
で
こ
の
避
難
計
画
は

全
く
機
能
し
な
い
こ
と
は
誰
の
目
に
も
明
ら

か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
電
源
の
途
絶
で
、
避
難

指
示
な
ど
の
情
報
の
収
集
・
周
知
が
困
難
と

な
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

す
で
に
稼
働
し
て
い
る
原
発
も
含
め
て
、

日
本
の
す
べ
て
の
原
発
の
避
難
計
画
を
改
め

て
検
証
す
る
べ
き
で
あ
る
。 

過
酷
事
故
時
、
周
辺
住
民
の
命
と
暮
ら
し

を
守
れ
な
い
原
発
は
直
ち
に
廃
炉
に
す
る
べ

き
で
あ
る
。 

◎
原
発
を
考
え
る
石
川
女
性
の
会
が
三
月 

九
日
、
石
川
県
女
性
セ
ン
タ
ー
で
開
い
た 

学
習
会
の
講
演
等
を
も
と
に
、
講
師
の
立 

石
雅
昭
氏
に
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

     

 

図 3.志賀原発の放射能拡散事故時における石川県の避難計画 
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◆
森
尾
嘉
昭
議
員 

私
は
、
日
本
共
産
党
市
議
員
団
の
会
派
と

し
て
連
合
審
査
会
で
の
質
問
を
行
い
ま
す
。 

 

最
初
の
質
問
は
、
金
沢
市
都
市
像
・
未
来
共

創
計
画
と
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
で
す
。
こ

の
都
市
像
に
基
づ
く
一
〇
年
間
に
わ
た
る
未

来
共
創
計
画
が
打
ち
出
さ
れ
、
そ
の
具
現
化

の
初
年
度
に
あ
た
る
新
年
度
予
算
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
私
は
昨
年
一
二
月
議
会
で
金
沢

市
都
市
像
に
つ
い
て
質
問
し
、
そ
の
中
で
、
三

つ
の
課
題
が
欠
落
し
た
り
、
不
十
分
で
あ
る

こ
と
に
触
れ
ま
し
た
。
そ
の
三
つ
の
点
に
つ

い
て
具
体
的
に
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

             

       

ま
ず
、
平
和
擁
護
に
つ
い
て
で
す
。
金
沢
市

平
和
都
市
宣
言
が
行
わ
れ
、
来
年
四
〇
周
年

を
迎
え
ま
す
。
広
島
、
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ

れ
、
来
年
八
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
歴
史

的
節
目
を
迎
え
、
市
長
の
所
信
を
伺
い
ま
す
。 

◆
村
山
卓
市
長 

 
世
界
の
恒
久
平
和
は
人
類
す
べ
て
の
願
い

で
あ
り
、
我
々
は
そ
の
実
現
に
向
け
て
不
断

の
努
力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
平
和
都
市
宣
言
は
、
本
市

固
有
の
歴
史
・
文
化
を
発
信
し
、
世
界
の
人
々

と
友
好
関
係
を
深
め
る
中
で
、
恒
久
平
和
に

貢
献
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
宣
言
し
た
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
機
会
を
と
ら
え
て

平
和
都
市
宣
言
の
基
本
理
念
を
呼
び
掛
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

◆
森
尾
嘉
昭
議
員 

 

金
沢
市
平
和
都
市
宣
言
で
は
、「
核
兵
器
の

全
面
禁
止
・
廃
絶
の
実
現
に
不
断
の
努
力
を

し
て
い
く
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
立

場
か
ら
、
核
兵
器
禁
止
・
廃
絶
の
実
現
に
向
け
、

今
年
か
ら
来
年
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
か
れ
ま
す
か
。
市
長
の
決
意
と
金

沢
市
の
行
動
計
画
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

◆
村
山
卓
市
長 

 

核
兵
器
の
廃
絶
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す

が
、
原
爆
投
下
か
ら
八
〇
年
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
金
沢
市
で
は
こ
れ
ま
で
も
毎
年

夏
に
市
立
図
書
館
で
原
爆
に
関
す
る
ポ
ス
タ

ー
展
を
開
催
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

明
年
度
は
こ
れ
に
加
え
て
、
本
庁
舎
と
戦
没

者
慰
霊
式
の
会
場
に
お
い
て
も
こ
の
ポ
ス
タ

ー
展
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
ま
た

令
和
七
年
は
そ
う
し
た
節
目
の
年
と
な
り
ま

す
。
引
き
続
き
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
で

き
る
か
、
関
係
す
る
方
々
と
も
お
話
を
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

被
爆
八
〇
年
に
向
け
て 

自
治
体
の
平
和
施
策
の
拡
充
を
期
待 

 

白
山
市
は
二
〇
一
五
年
、
被
爆
七
〇
年
を

記
念
し
て
平
和
首
長
会
議
に
加
盟
し
、
長
崎

市
か
ら
戦
争
と
原
爆
の
被
災
資
料
を
借
り
て

「
長
崎 

戦
争
・
原
爆
被
災
展
」
を
初
め
て
開

催
し
ま
し
た
。 

 

金
沢
市
は
来
年
・
被
爆
八
〇
年
に
向
け
て
、

原
爆
ポ
ス
タ
ー
展
の
会
場
を
増
や
す
こ
と
や

新
た
な
平
和
施
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。 

 

来
年
度
「
節
目
の
年
」
に
相
応
し
く
、
県
内

全
て
の
自
治
体
に
お
け
る
平
和
施
策
の
拡
充

を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

（
事
務
局
長 

神
田
順
一
） 

  

                              

金
沢
市
議
会
連
合
審
査
会
（
三
月
一
九
日
） 

 
 

被
爆
八
〇
年
を
迎
え
る
金
沢
市
の
行
動
計
画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森
尾
市
議
の
質
問
と
村
山
市
長
の
答
弁 

 

 

金沢市平和都市宣言・記念碑 

 非核の政府を求める石川の会第 35回総会・記念講演 

大震災、原発と住み続ける権利 
日本高齢期運動サポートセンター理事長 井上英夫氏 

これまで国内外の大規模災害の現場に立ち、「住み続ける権利」を新しい人権として提

唱してきた井上英夫・本会代表世話人が〝震災を見る視点〟につき、わかりやすく講

演します。ご参加をお願いします。 

 日時：5月 12日（日）10時～11時半 ／ 第１部：記念講演 第２部：総会 

 会場：金沢市近江町交流プラザ 4階研修室  連絡先：090-2374-6821(神田) 

＊講演終了後、総会をおこないます。 
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石
川
県
女
性
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
で
、
二
月

二
四
日
（
土
）
に
石
川
県
保
険
医
協
会
第
五
〇

回
定
期
総
会
記
念
講
演
が
開
催
さ
れ
、
一
三

〇
人
が
参
加
し
た
。
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や
、

講
演
後
に
開
催
し
た
サ
イ
ン
会
で
の
行
列
を

見
る
と
上
野
千
鶴
子
さ
ん
の
人
気
の
高
さ
が

わ
か
り
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
講
演
会

は
言
語
明
瞭
（
関
西
弁
交
じ
り
）
で
論
旨
も
明

快
な
、
ぐ
い
ぐ
い
引
き
込
ま
れ
る
質
の
高
い

内
容
で
あ
っ
た
。 

二
〇
〇
〇
年
四
月
に
始
ま
っ
た
介
護
保
険

は
誕
生
の
時
は
、「
値
切
ら
れ
た
保
険
」
と
も

言
わ
れ
た
。
成
立
後
は
生
ま
れ
た
と
き
か
ら

「
被
虐
待
児
」
だ
っ
た
。
そ
し
て
今
、「
虐
待

死
」
の
危
険
性
が
出
て
き
て
い
る
。
順
番
に
見

て
い
こ
う
。 

     

値
切
ら
れ
た
保
険
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

介
護
保
険
制
度
は
「
介
護
の
社
会
化
」
が
基
本

理
念
で
あ
っ
た
。
が
、
家
族
介
護
が
前
提
の
制

度
設
計
に
な
っ
た
。
Ａ
Ｄ
Ｌ
に
介
助
が
必
要

と
な
る
要
介
護
３
以
上
で
は
、
訪
問
介
護
の

み
で
は
支
給
限
度
額
と
の
関
係
で
自
宅
で
の

生
活
を
支
え
ら
れ
な
い
保
険
に
な
っ
た
。 

成
立
後
は
「
被
虐
待
児
」
と
は
ど
う
い
う
意

味
か
。
二
〇
〇
五
年
の
第
一
回
の
改
定
で
利

用
促
進
か
ら
抑
制
に
舵
が
切
ら
れ
た
。
要
介

護
１
が
支
援
１
・
２
と
さ
れ
（
軽
度
者
の
保
険

外
し
）
、
法
令
遵
守
を
名
目
に
規
制
強
化
。
二

〇
一
一
年
に
高
齢
者
住
ま
い
法
が
改
正
さ
れ

入
居
者
に
対
し
自
社
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
過

剰
に
提
供
す
る
「
囲
い
込
み
」
が
問
題
に
な
っ

た
。 二

〇
一
四
年
、
要
支
援
の
訪
問
介
護
と
通

所
介
護
が
総
合
事
業
に
、
特
養
は
要
介
護
３

以
上
に
、
個
室
の
ホ
テ
ル
コ
ス
ト
と
食
費
負

担
の
条
件
設
定
、
所
得
に
応
じ
二
割
負
担
と

さ
れ
た
。
二
〇
一
七
年
は
所
得
に
応
じ
三
割

負
担
に
、
二
〇
二
〇
年
に
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
基
準
額
ア
ッ
プ
、
施
設
の
食
事
負
担
額

ア
ッ
プ
な
ど
、
利
用
制
限
と
負
担
像
が
継
続

し
て
行
わ
れ
て
き
た
。 

介
護
報
酬
改
定
で
は
、
五
回
の
マ
イ
ナ
ス

改
定
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
し
て
今
次
改
定
で

は
、
①
原
則
一
律
二
割
負
担
、
②
要
介
護
１
・

２
を
保
険
外
し
、
③
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
有
料
化
、

④
福
祉
用
具
を
レ
ン
タ
ル
か
ら
買
い
取
り
へ
、

⑤
生
活
援
助
を
保
険
か
ら
外
す
、
⑥
訪
問
介

護
系
の
評
価
・
報
酬
を
下
げ
る
な
ど
の
改
悪

案
が
出
て
き
た
。
①
か
ら
⑤
ま
で
は
運
動
で

何
と
か
押
し
返
し
た
が
、
⑥
は
今
回
の
改
定

で
実
施
さ
れ
た
。 

上
野
さ
ん
は
、
介
護
保
険
制
度
は
様
々
な

問
題
点
は
あ
る
も
の
の
、
①
現
場
の
経
験
値

が
蓄
積
し
、
ス
キ
ル
が
上
が
り
人
材
が
育
っ

た
。
②
家
族
給
付
を
認
め
ず
、
密
室
や
一
対
一

で
は
な
い
介
護
が
行
わ
れ
、
家
族
の
闇
に
サ

ー
チ
ラ
イ
ト
が
入
っ
た
（by

樋
口
恵
子
氏
）。

③
保
険
料
を
払
っ
て
い
る
か
ら
権
利
意
識
が

高
ま
っ
た
な
ど
、
日
本
の
介
護
保
険
は
世
界

に
誇
れ
る
と
し
た
。 

ま
た
、
介
護
保
険
の
な
い
時
代
に
戻
れ
な

い
と
も
。
こ
の
介
護
保
険
制
度
を
よ
り
充
実

し
た
も
の
に
す
る
こ
と
こ
そ
が
大
事
な
の
に
、

介
護
の
再
家
族
化
（
介
護
離
職
、
高
齢
者
虐
待
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
増
加
）、
介
護
の
商
品
化

＝
介
護
保
険
の
混
合
利
用
の
す
す
め
（
私
費

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
）、
と
い
う
「
老
後
の
沙
汰

も
金
次
第
」
な
政
府
の
動
き
に
対
し
、「
在
宅
」

と
い
う
名
の
「
放
置
」
が
起
き
る
危
険
性
が
高

い
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。 

わ
れ
わ
れ
は
、
介
護
保
険
制
度
の
改
悪
を

し
っ
か
り
監
視
し
、
改
悪
を
押
し
戻
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
無
知
は
罪
で
あ
る
と
訴
え

ら
れ
た
。 

講
演
後
に
介
護
報
酬
改
定
の
中
身
が
明
ら

か
に
な
り
、
訪
問
介
護
の
基
本
料
が
減
額
さ

れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
上
野
さ
ん
は
早
速
ア

ク
シ
ョ
ン
を
お
こ
し
て
い
る
。
そ
の
行
動
力

に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
わ
れ
わ
れ
も

改
悪
の
内
容
を
患
者
さ
ん
や
利
用
者
に
知
ら

せ
一
緒
に
行
動
し
て
い
く
思
い
を
新
た
に
し

た
。 

（
ま
と
め 

大
川
義
弘
・
石
川
県
保
険
医
協

会
副
会
長
） 

                

 
 
 

介
護
保
険
が
危
な
い
！ 

 
 
 
 
 

社
会
学
者
・
東
京
大
学
名
誉
教
授 

上
野
千
鶴
子 

講演要旨 

講演する上野千鶴子氏 

石川県社会保障推進協議会 第 29 回総会 記念講演 

『住民本位の復旧・復興を実現させるた

めの課題』 

京都橘大学教授、京都大学名誉教授 

岡田知弘さん 

日 時  ６月２日（日）15：00～17：00 

会 場   石川県女性センター大会議室 

参加費   無料 

問合せ  石川県社会保障推進協議会 

     TEL  076－253－1636 
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非
核
石
川
の
会
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー 

 
余
談
で
す
が
（
そ
の
１
） 

「
国
際
小
包
」
送
付
状
づ
く
り 

神
田 

順
一  

 

三
月
末
に
コ
ロ
ナ
明
け
で
三
年
ぶ
り
に
「
国

際
小
包
」
を
海
外
（
ギ
リ
シ
ャ
）
に
発
送
す
る

機
会
が
あ
り
、
金
沢
中
央
郵
便
局
に
手
書
き

の
送
り
状
と
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』（
全
一
〇
巻
）

を
持
ち
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
二
〇
二
四
年
三
月

一
日
か
ら
手
書
き
の
送
り
状
は
廃
止
に
な
り
、

パ
ソ
コ
ン
又
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
「
国
際

郵
便
マ
イ
ペ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
」
に
登
録
し
て
、

①
送
り
状
、
②
依
頼
主
控
／
受
取
書
／
受
付

局
控
を
印
刷
し
て
提
出
し
て
ほ
し
い
、
と
の

こ
と
。 

 

こ
の
ま
ま
で
は
「
国
際
小
包
」
の
取
扱
い
が

で
き
な
く
な
る
た
め
、
私
は
「
国
際
郵
便
マ
イ

ペ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
」
利
用
の
た
め
、
パ
ソ
コ
ン

と
二
日
が
か
り
で
格
闘
し
ま
し
た
。 

そ
の
奮
闘
記
を
報
告
し
ま
す
。 

 
 
 

・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
送
付
状
作
成
の
手
順
は

次
の
通
り
。 

一
、
会
員
登
録
／
ロ
グ
イ
ン 

・
法
人
を
選
択
し
て
仮
登
録
し
、
次
に
本
登
録

を
お
こ
な
う
。 

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
お
よ
び
パ
ス
ワ
ー
ド
を

入
力
す
る
。 

二
、
メ
ニ
ュ
ー
選
択 

・
送
り
状
作
成
を
選
択
す
る
。 

三
、
ご
依
頼
主
／
お
届
け
先
登
録 

・
依
頼
主
及
び
お
届
け
先
を
す
べ
て
半
角
英

数
字
で
入
力
し
た
後
、
登
録
す
る
。 

・
海
外
の
電
話
番
号
の
記
載
方
法
を
調
べ
て

入
力
す
る
。（
入
力
し
た
住
所
と
氏
名
等
は
ア

ド
レ
ス
帳
に
保
存
さ
れ
る
） 

四
、
発
送
種
別
と
内
容
物
の
登
録 

・
発
送
種
別
は
「
国
際
小
包
」
を
選
択
す
る
。 

・
発
送
方
法
は
（
航
空
便
）（
Ｓ
Ａ
Ｌ
便
）（
船

便
）
の
中
か
ら
選
択
す
る
。（
Ｓ
Ａ
Ｌ
便
）
不

可
の
国
を
確
認
す
る
。 

・
内
容
品
名
（
メ
ニ
ュ
ー
選
択
に
よ
り
、
物
品

名
を
英
字
表
記
）
、
単
価
及
び
個
数
、
重
量
、

Ｈ
Ｓ
コ
ー
ド
（
輸
出
入
に
用
い
る
品
目
番
号  

一
〇
桁
）
を
入
力
し
、「
追
加
ボ
タ
ン
」
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
。 

・
内
容
品
の
種
別
と
内
容
品
総
額
を
入
力
す

る
。 

・
危
険
物
の
有
無
を
確
認
す
る
。 

五
、
発
送
関
連
情
報
登
録 

・
発
送
予
定
日
、
総
重
量
、
有
償
／
無
償
の
選

択
、
万
一
配
達
で
き
な
か
っ
た
場
合
の
指
示
。 

六
、
確
認
／
印
刷
／
発
送 

・
入
力
内
容
を
確
認
し
「
送
り
状
を
登
録
す
る

ボ
タ
ン
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
。 

・
注
意
事
項
に
同
意
し
て
「
印
刷
ボ
タ
ン
」
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
。 

・
送
り
状
、
税
関
告
知
書
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の
署 

名
欄
す
べ
て
に
自
筆
（
ロ
ー
マ
字
）
で
署
名
す

る
。 こ

の
手
順
に
は
そ
れ
ぞ
れ
入
力
「
必
須
」
の

項
目
が
あ
り
、
未
記
載
の
場
合
は
「
次
へ
」
に

進
め
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
送
り
状

が
無
事
印
刷
で
き
た
と
き
の
達
成
感
は
格
別

で
し
た
。 

 

 

こ
れ
で
は
だ
し
の
ゲ
ン
を
ひ
ろ
め
る
会
の

主
な
事
業
＝
海
外
へ
の
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
の

普
及
を
支
障
な
く
お
こ
な
え
る
こ
と
に
な
り
、

一
安
心
で
す
。 

 

余
談
で
す
が
（
そ
の
２
） 

 

は
だ
し
の
ゲ
ン
・
缶
バ
ッ
チ 

        
 

先
日
、「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
連
載
開
始
五
〇

年
記
念
の
缶
バ
ッ
チ
を
着
け
た
帽
子
を
か
ぶ

っ
て
、
市
内
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
定
期
通
院
し

た
と
こ
ろ
、
缶
バ
ッ
チ
を
見
た
看
護
師
さ
ん

か
ら
「
私
は
中
学
の
と
き
広
島
に
い
た
。
教
室

内
に
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
が
あ
り
、
よ
く
読
ん

で
い
た
。
神
田
さ
ん
も
広
島
出
身
で
す
か
」
と

話
し
か
け
ら
れ
ま
し
た
。 

「
い
い
え
、
ゲ
ン
を
ひ
ろ
め
る
活
動
を
し

て
い
ま
す
」
と
答
え
る
と
、
さ
ら
に
彼
女
は

「
私
は
佐
々
木
禎
子
と
同
じ
幟
町
小
学
校
で

平
和
教
育
を
し
っ
か
り
受
け
て
き
ま
し
た
。

平
和
教
育
は
大
事
で
す
ね
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。 

 

思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
缶
バ
ッ
チ
を
介
し
て
話

が
弾
ん
だ
た
め
、
は
だ
し
の
ゲ
ン
を
ひ
ろ
め

る
会
の
役
職
名
を
記
し
た
名
刺
を
置
い
て
き

ま
し
た
。
次
回
か
ら
の
通
院
が
楽
し
み
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
出
会
い
を
期
待

し
て
、
缶
バ
ッ
チ
つ
き
の
帽
子
を
が
ぶ
っ
て

外
出
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
だ
し
の
ゲ
ン
を
ひ
ろ
め
る

会
事
務
局
長
） 

               
 

YouTube動画 

「ゲンの翼」－はだしのゲン 翻訳者たちの物語 

翻訳・出版ボランティアグループ「プロジェクト・ゲン」

のみなさんをはじめ多くの方々のご尽力により、「はだし

のゲン」は 25 言語に翻訳されています。その一つ一つに波

乱万丈な翻訳エピソードが秘められています。中国語（繁

体字）版翻訳者の坂東弘美さんは、翻訳者の方々に取材し

て「ゲンの翼」として YouTube チャンネルにアップしてい

ます。プロジェクト・ゲンＨＰ及びはだしのゲンをひろめ

る会ＨＰに順次公開しています。 
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詩
人
会
議
か
な
ざ
わ
「
独
標
」
よ
り 

池
辺
晋
一
郎
の
ゲ
ル
ニ
カ 

山
腰
茂
樹 

 

二
〇
二
三
年
九
月
一
六
日
Ｏ
Ｅ
Ｋ
定
期
公

演
、
石
川
県
立
音
楽
堂
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

で
池
辺
晋
一
郎
の
作
品
を
二
曲
聴
い
た
。
ピ

ア
ノ
協
奏
曲
第
一
番
は
、
氏
の
東
京
芸
大
卒

業
作
品
（
一
九
六
七
）
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
XI

「
影
を
深
く
す
る
忘
却
」
は
Ｏ
Ｅ
Ｋ
の
た
め

の
新
作
。
初
演
で
あ
っ
た
。 

こ
の
日
の
演
奏
は
、
全
て
感
動
的
な
演
奏

だ
っ
た
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
協

奏
曲
」
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
独
奏
者
リ
チ
ャ
ー

ド
・
ス
ト
ル
ツ
マ
ン
の
音
楽
の
世
界
に
体
が

痺
れ
た
。
ま
る
で
一
期
一
会
と
い
う
か
自
在

性
と
い
う
か
、
い
ぶ
し
銀
の
深
い
味
わ
い
が

あ
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
生
で
な
け
れ
ば
聴
け
な

い
音
楽
そ
の
も
の
だ
と
感
じ
入
っ
た
。
高
齢

の
た
め
、
も
う
聴
け
る
機
会
は
な
い
だ
ろ
う

と
思
う
と
寂
し
い
。 

さ
て
、
本
論
の
池
辺
作
品
で
あ
る
が
、
ピ
ア

ノ
協
奏
由
は
瑞
々
し
い
若
さ
が
ほ
と
ば
し
り
、

一
二
音
技
法
も
あ
り
、
時
代
の
先
端
を
疾
走

す
る
力
が
漲
っ
て
い
る
。
気
力
が
溢
れ
る
溌

剌
と
し
た
作
品
で
、
最
後
ま
で
音
楽
に
引
っ

張
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
私
が
最
も
期
待
し
て

い
た
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
XI
は
、
ど
の
よ
う
に
表

現
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
ほ
ど
大
き
な

感
動
と
衝
撃
を
受
け
た
。
こ
の
作
品
は
間
違

い
な
く
名
曲
で
あ
る
。
聴
い
た
あ
と
瞬
時
に

「
池
辺
の
ゲ
ル
ニ
カ
」
だ
、
と
口
に
出
た
。 

も
と
も
と
ピ
カ
ソ
の
ゲ
ル
ニ
カ
（
一
九
三

七
）
は
、
フ
ァ
シ
ス
ト
・
フ
ラ
ン
コ
と
手
を
つ

な
い
だ
ヒ
ト
ラ
ー
ド
イ
ツ
軍
が
ス
ペ
イ
ン
の

ゲ
ル
ニ
カ
を
攻
撃
し
た
悲
惨
な
状
態
を
壁
画

に
描
い
た
作
品
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
ピ
カ

ソ
の
絵
に
通
底
し
、
現
代
と
い
う
時
代
の
本

質
を
抉
り
出
し
た
音
楽
の
よ
う
だ
。
私
は
こ

の
作
品
の
中
に
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
運
命

の
動
機
を
聴
い
た
し
、
前
進
す
る
高
い
志
、
恐

ろ
し
い
戦
争
が
近
づ
く
足
音
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ズ
ム
に
包
ま
れ
た
希
望
を
強
く
感
じ
た
。
最

後
の
ビ
オ
ラ
独
奏
に
深
遠
な
作
曲
者
の
寂
寥

が
心
を
聴
い
た
。
音
楽
が
こ
の
ビ
オ
ラ
の
音

楽
に
収
斂
し
、
そ
の
寂
蓼
の
心
は
、
ピ
カ
ソ
の

ゲ
ル
ニ
カ
に
あ
る
一
輪
の
花
か
も
知
れ
な
い
。

そ
う
考
え
る
と
、
未
来
へ
の
希
望
を
込
め
た

の
か
と
感
ず
る
。 

こ
の
作
品
を
、
私
の
よ
う
に
聴
い
た
人
は

き
っ
と
い
る
だ
ろ
う
。
池
辺
が
「
う
た
ご
え
運

動
」
に
も
心
を
寄
せ
、
ひ
た
す
ら
平
和
を
希
求

す
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
と
し
て
の
人
生
が
、

こ
う
し
た
名
作
を
生
ん
だ
と
信
じ
て
い
る
。

近
々
こ
の
日
の
池
辺
の
二
作
品
が
Ｃ
Ｄ
化

（
東
京
公
演
の
収
録
）
さ
れ
る
と
聞
く
。
楽
し

み
だ
。 

考
え
て
み
る
と
、
こ
の
金
沢
に
も
優
れ
た

作
曲
家
が
い
て
、
多
く
の
作
品
を
残
し
た
先

人
が
い
る
こ
と
を
思
う
。
戦
後
の
う
た
ご
え

運
動
や
労
音
活
動
を
と
お
し
て
、
親
し
み
深

い
作
品
を
生
み
出
し
た
清
藤
武
二
で
あ
る
。

一
九
二
四
年
に
生
ま
れ
二
〇
一
三
年
に
亡
く

な
っ
た
が
、
常
に
正
し
い
時
代
の
精
神
を
つ

か
み
取
り
、
美
し
い
作
品
を
世
に
出
し
た
。
シ

ベ
リ
ア
抑
留
か
ら
帰
国
し
、
生
涯
を
と
お
し

て
平
和
を
求
め
続
け
た
作
品
の
数
々
を
次
回

に
紹
介
し
な
が
ら
書
い
て
み
た
い
。 

 

編
集
室
よ
り 

◎
「
大
東
亜
戦
争
」
と
い
う
呼
称
は
、
戦
後
Ｇ

Ｈ
Ｑ
に
よ
っ
て
使
用
を
禁
止
さ
れ
、
日
本
政

府
も
〝
公
文
書
に
使
用
し
な
い
〟
と
す
る
も

の
だ
が
つ
い
先
日
、
陸
幕
で
肯
定
的
に
使
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
た
。
今
日
の
日
本

は
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
容
認
し
て
違

憲
の
安
保
法
制
を
押
し
つ
け
、
今
や
武
器
輸

出
を
解
禁
し
て
戦
闘
機
を
輸
出
す
る
国
家
と

な
っ
た
。
憲
法
が
足
蹴
に
さ
れ
、
政
治
資
金
規

正
法
も
機
能
せ
ず
、
誰
も
責
任
を
取
ら
ず
、
変

質
・
劣
化
は
明
白
だ
。 

こ
の
根
源
に
あ
る
も
の
は
何
か
。
そ
れ
は

金
銭
的
な
利
潤
追
求
へ
の
際
限
の
な
い
欲
求

と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。 

し
か
し
少
な
く
と
も
〝
日
本
を
戦
争
で
儲

け
る
国
家
に
し
て
は
な
ら
な
い
〟
。
そ
の
最

後
の
護
り
手
は
日
本
国
民
自
身
。
そ
の
投
票

行
動
に
全
て
が
委
ね
ら
れ
て
い
る
。（
中
） 

                              

 

月 日 曜 時 内容 場所

27 土 14:00 教科書を変える！市民集会／講師　鈴木敏夫さん 加賀市山代温泉・加賀市民会館101会議室

28 日 14:00
戦争をさせない石川の会・劇団なんじゃもんじゃ／ひ
とり芝居「悔悟の記録ーある憲兵のもの語る」

金沢市大和町・金沢市民芸術村ドラマ工房

3 金・休 14:00 平和憲法施行76周年記念県民集会／飯島滋明さん 金沢市三社町・石川県女性センター・ホール

12 日 10:00
非核の政府を求める石川の会第３５回総会／記念
講演　井上英夫さん

金沢市青草町・近江町いちば館４階研修室1

26 日 10:00
〝人間と性〟教育研究協議会・石川セミナー／講師
浅井春夫さん

金沢市三社町・石川県女性センター・ホール

15 土 11:30 原水爆禁国民平和大行進／富山からの引継ぎ式 石川県河北郡津幡町・九折

15 土 14:00
むぎわらまつり／紙芝居「たみちゃんのノーモアヒロ
シマ」、ミニ平和講座、平和コンサート（川崎正美）

金沢市小立野２丁目・石川県立図書館だんだん
広場

22 土 11:30 原水爆禁国民平和大行進／福井への引継ぎ式 福井県あわら市・吉崎御坊跡

非核・平和の掲示板

＊会報「非核・いしかわ」サポート会員を募集中です。 年会費 2,000円

4

5

6
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「
金
は
一
年 

土
地
は
万
年
」 

内
灘
闘
争
は
一
九
五
二
年
か
ら
翌
年
に
か

け
て
の
戦
後
初
の
米
軍
基
地
反
対
闘
争
。「
金

は
一
年 

土
地
は
万
年
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
一
一
三
日
の
座
り
込
み
、
延
べ
三
万
人
に

お
よ
ぶ
民
衆
の
闘
い
は
、
戦
後
日
本
の
米
軍

基
地
反
対
闘
争
り
さ
き
が
け
と
な
り
、
砂
川

闘
争(

立
川
飛
行
場
の
拡
張
反
対
闘
争)

な
ど

全
国
に
広
が
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

「
芦
田
高
子
歌
碑
」 

芦
田
高
子(

一
九
〇
七
～
一
九
七
九)

は
一

九
〇
七
年
岡
山
県
生
れ
、
四
三
年
に
鳥
屋
町

に
移
り
金
沢
市
小
立
野
に
移
住
。
四
七
年
歌

誌
「
新
歌
人
」
創
刊
、
五
四
年
内
灘
闘
争
を
詠

ん
だ
歌
集
「
内
灘
」
を
刊
行
。「
日
本
の
体
内

へ
つ
た
へ
独
立
と
平
和
の
高
き
鼓
動
内
灘
」

他
二
首
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
着
弾
地
観
測
所

跡
地(

内
灘
町
宮
坂)

に
二
〇
二
二
年
一
二
月

建
立
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 

  

 

内
灘
闘
争
「
直
江
博
の
碑
」 

 

直
江
博(

一
九
二
三
～
一
九
五
三)

は
、
七

尾
市
に
生
れ
国
鉄
労
組
七
尾
機
関
区
分
会
副

委
員
長
と
し
て
活
動
、
日
本
共
産
党
能
登
地

区
委
員
長
を
歴
任
。
一
九
五
三
年
春
か
ら
の

米
軍
基
地
反
対
闘
争
に
持
病
を
お
し
て
参
加
、

同
年
一
二
月
二
〇
日
病
死
。
享
年
三
一
歳
。
遺

骨
は
鉄
条
網
横
の
塚
に
安
置
さ
れ
た
が
、
そ

の
後
、
現
在
の
町
営
墓
地
に
移
さ
れ
た
。
一
九

五
八
年
八
月
内
灘
革
新
協
議
会
及
び
他
同
志

が
建
立
し
た
。(

河
北
郡
内
灘
町
権
現
森
霊
園

内
地
蔵
堂
付
近) 

 絵
手
紙
コ
ー
ナ
ー 

金
沢
医
療
生
活
協
同
組
合 

 
 

絵
手
紙
班 

 
 

  

竹
味
恭
子 

            

内灘町歴史民俗資料館にて 

芦田高子歌碑 

芦田高子歌碑 

「金は一年 土地は万年」のムシロ旗

（風と砂の館にて） 

着弾地観測所跡 

 

軍事物資輸送道路「鉄板道

路」の標識が残っている 直江博の碑 

戦
争
遺
跡
と
平
和
の
記
念
碑 

⑰ 

 
 
 
 
 

内
灘
闘
争 

 
 
 
 
 
 
 
 

佐
藤
公
男 

 

 


